



















- Jean Baudot, Fréquence d’utilisation des mots en français écrit contemporain,
Les Presses de lʼUniversité de Montréal, 1992.
-『ラルースやさしい仏仏辞典 niveau 1 』, 駿河台出版社, 1983年(Dictionnaire
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du français langue étrangère niveau 1, Librairie Larousse, 1978).















































avoir や être のような、本動詞としてだけでなく、複合形や受動態において
重要な役割を担うものはもちろんであるが、pouvoir, vouloir などの助動詞、使





























































たがって étudier という動詞の後に travailler を配置することで、語彙的知識
を修正できるようにした。
具体的には、





















意味が異なり、注意が必要であるが、これは、adorer, admirer, détester, haïr な
どの類義語や対義語にも共通した用法上の特徴である。その意味で、これらを
同時に覚えることは、記憶という点で効率的であるばかりでなく、用法の理解
という点からも必要不可欠である。同様に、plaire という aimer と類似した意



























inf. を用いる傾向があるが、フランス語では、状況に応じて、savoir ＋ inf.,









いに注意を喚起するようにした。同じく arriver の項にも arriver à ＋ inf.「〜

































i 今回採用した 50の動詞は以下のとおり。取り上げた順に示す。avoir, être,
aimer, préférer, plaire,vouloir, pouvoir, devoir, falloir, aller, venir, partir, sortir,
arriver, visiter, monter, descendre, passer, penser, croire, trouver, savoir,
connaître, apprendre, étudier, travailler, faire, laisser, prendre, mettre, porter,
attendre, chercher, entendre, écouter, regarder, voir, parler, dire, écrire, lire,
demander, donner, présenter, montrer, acheter, appeler, téléphoner, com-
mencer, finir.
（附記）
本研究ノートは、2007 年度に行われた外国語教育研究センタープロジェクトの
成果をまとめたものである。
『言語・文化・社会』第 7号
― 140 ―
